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め、1941 年に設立されたのが満州投資証券（満投）であった。同社は生命保険会社 18 社
の共同出資で、「満州国」法人として設立され、満業所有の在日企業株式を全て所有するこ
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本書を一読して、鮎川の構想の壮大さとずば抜けた実行力に脱帽した。著者が、長年、
その事跡を追い続けてこられた理由も、その魅力ゆえであろう。一方で、鮎川の事業活動
が、その時々の時代状況に強く規定されていた点にも、あらためて留意する必要があると
感じた。例えば、1930 年代に鮎川が構築した日産コンツェルンの資金調達方式や統括管理
体制は、高橋財政期から戦時期にいたる好景気のもとでのみ、維持することが可能なシス
テムであった。そのため一旦、株価が下がりはじめると、一気に金融難に陥り、賭ともい
える「満州」移転に活路を見いださざるを得なかった。革新的な企業者活動が有するこう
した「危うさ」を、時代背景を正確にふまえつつ、客観的に評価する。本書は、こうした
視点を内包している点でも、企業者史研究の今後の発展にとって不可欠の業績になると思
われる。是非、一読をお薦めしたい。 
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